




とが挙げられる．このような樹種は一般に，国

内産広葉樹に比べるとリグニン含量が多い．さ

らに，表1の結果より脱脂率が1割と高かったこ

とがわかる．したがって，脱酸処理などの際に

おけるヘミセルロースの水可溶化分が少なかっ

たものと推察される．

一方，モミガラの変換収率は，約50％と木本

類に比べてかなり低くなった．モミガラは，構成

成分として40%近くに及ぶ無機物分が占める8)

点で特異である．この無機物分が酸処理の際に

沈殿などの形態で残存したまま回収されず，収

率低下に起因したものと考えられる．また木本

類と比較し，イネ科植物リグニンの主構造は多

様であり，多量のエステル結合を含むフレキシ

ブルなリグニン構造である9)．それゆえ，脱酸過

程における部分的なリグニン可溶化の発生も，

その要因として挙げられる．

脱脂処理および相分離処理に伴う色変化ΔE＊

をそれぞれΔEex＊，ΔEss＊と記して表２に示す．

表２の結果より，木本類のΔEss＊値が，すべて

10以上の大きな色変化を示したのに対し，一方

のモミガラでは，木本類の色差値の約1/2とな

った．木本類に焦点を絞って色差成分の変化ま

草本植物は密度が小さく，組織的に木本類のよ

うな炭水化物のフレームワーク構造をもたない

ため，木本類の急激な粘性増加は，細胞壁の膨

潤に起因すると考えられる．

内容物の粘性や色の経時変化は，個々の樹種

によってわずかに差異が見受けられた．しかし，

反応過程における内容物の色は，色強度やわず

かな色相の差が観察されるものの木本類とモミ

ガラの区別なく，すべての試料において添加直

後に緑色系を呈し， 1時間後の反応終了時に茶

色系を呈した．また，増加した粘性はピークに

達した後，すべての試料で経時的に低下する傾

向が観察された．

各種起源植物の相分離処理による変換収率を，

表１に示す．木本類では，マンガシノロの収率

が他樹種よりもやや高く，針葉樹に比べるとチ

ークもやや高い値となったが，木本類全体で見

ると約8割の収率と見られた． 本実験で得た収

率値を比較する場合，脱酸処理時の流出による

誤差分を考慮する必要がある．しかし，今回の

試料において針葉樹よりも広葉樹で高い収率を

得た原因として，いわゆる南洋材と称される代

表的な樹種を広葉樹材サンプルとして用いたこ
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表２ 処理後の色変化

表１ 各種リグノセルロース材料の変換特性






